
地震・津波に強い総合的なまちづくり（防災・安全）

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 富士市

・田子浦地区の海抜10ｍ以下の地域に居住する市民が最寄りの津波避難施設へ5分以内（半径500ｍ）に避難できる割合を向上させる。
・元吉原地区の津波浸水区域のうち避難困難となる地域を解消する。
・地震津波等の災害に備えて防災体制を強化するとともに、都市防災の方針を盛り込んだ地区のまちづくりの方針を地区住民と協働で作成し、市の危機管理体制に対する元吉原地区の市民満足度の向上を図る。
・市民に迅速で正確な情報を提供できるようデジタル方式の同報系防災行政無線を整備する。

（H23当初） （H29末） （H28末）

Ａ1　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 （百万円） 策定状況

1-A-1 防災 一般 富士市 直接 地区公共施設等整備事業 338 －

1-A-2 防災 一般 富士市 直接 災害危険度判定調査事業 津波シミュレーション関連事業 9 －

1-A-3 防災 一般 富士市 直接 地震に強い都市づくり緊急整備事業 同報無線子局整備136局 264 －

1-A-4 防災 一般 富士市 直接 住民等のまちづくり活動支援事業 6 －

合計 617 －

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28 （百万円）

1-C-1 防災 一般 富士市 直接 40

1-C-2 防災 一般 富士市 直接 68

1-C-3 防災 一般 富士市 直接 11

1-C-4 防災 一般 富士市 直接 19

合計 138

番号 一体的に実施することにより期待される効果

1-C-1 地区公共施設等整備事業に位置づけられる事業と一体的に実施することにより、津波避難施設が増加し、より一層の減災を図る。

1-C-2 地区公共施設等整備事業に位置づけられる事業と一体的に実施することにより、未然に強固な建物を増加し、より一層の減災を図る。

1-C-3 地区公共施設等整備事業に位置づけられる事業と一体的に実施することにより、平常時からの啓発と災害時には瞬時に的確な避難行動を可能にする。

1-C-4

要素となる事業名 事業内容

住民等のまちづくり活動支援事業に位置づけられる事業に先立ち当該地区を含めた本市全域の復興方針を示す事前復興計画を策定することで、より実行性の高いまちづくりの実現につながるとともに、行政との強い連係が生まれること
によって、市の危機管理体制に対する元吉原地区の市民満足度の向上を図る。

富士市

富士市

富士市

富士市

富士市

耐震診断補助金

津波危険区域等看板作成事業

耐震診断に係る補助金

津波避難に係る看板等の設置

富士市

138(百万円)

地区のまちづくり方針の作成1地区 富士市

田子浦地区の30ｃｍ以上の浸水をする住宅地域のうち、避難開始から5分以内に避難できる人の割合。
津波避難困難者約135世帯363人のうち、現在24.8%(約35世帯約90人)の避難可能者を約60%(約80世帯220人)まで向上させる。

現在、本市の危機管理体制に対する元吉原地区の市民満足度　50.7％
本計画における事業を実施することにより、62.3％に向上させる。

全体事業費

番号

番号

Ｂ

交付対象事業

富士市

市町村名

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

Ａ 617（百万円） 18.3%
効果促進事業費の割合

60.0%24.8%

社会資本総合整備計画（第３回変更）
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　富士市では静岡県の第4次地震被害想定においてレベル２の地震発生時に最大6ｍの津波が押し寄せる想定となっている。ただし、海岸線には高さ17ｍの防潮堤があるため、海岸からすぐの地域であっても第4次地震被害想定の浸水想定区域に入っている地域は
少ない。しかし、第4次地震被害想定においては、防潮堤の無い田子の浦港から津波が流入し、約2.4k㎡に浸水被害が発生し、居住地周辺でも最大３ｍの浸水となると公表され、東日本大震災を受け住民の不安は最大限に達している。特に、沿岸部の一部では津
波から逃げ込める施設を確保する必要がある。
　富士市では、ハード対策として急務である津波避難施設の整備等を推進するとともに、津波シミュレーション等を用いたソフト対策を並行して実施することで、行政と地域が一丸となって行政と災害に立ち向かう強固で安心且つ安全な体制づくりを構築し、
一人の命も落とさせないまちづくりを目指す。
　まずは、計画期間内での津波避難困難者の半数以上が避難できる体制を整備する。

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値
備考

定量的指標の現況値及び目標値

最終目標値

備考

備考

富士市 事前復興計画策定事業
事前復興計画の策定及び復興まちづくり訓
練の実施

富士市

市町村名

富士市 津波避難施設改修補助金 津波避難施設の改修に係る補助金 富士市

事業者

・美しく、強く、しなやかな“ふじのくに”づくり
計画（静岡県国土強靭化地域計画）(案）に基づき実
施される要素事業：A1

備考

中間目標値

755（百万円）

同報系防災行政無線の居住地域におけるカバー率100％（396局で市域の約半分112ｋ㎡をカバー）
同報無線をデジタル方式の受信局にて整備する。
H23当初の整備率13.6%を48.0%まで引き上げる。

平成２８年３月２３日

富士市

Ｃ

富士市

富士市

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事業内容

元吉原地区の津波避難対象区域のうち、避難困難者が最寄りの避難目標地点に避難できる人の割合。
津波避難困難者128人（25世帯52人、事業所従事者76人）の、津波避難タワー建設後の避難可能な割合を100%に向上させる。

0.00% 100.0%

50.70% 62.3%

事業者

富士市

津波避難タワー2基
避難タワー用地500㎡
防災倉庫・ヘリポート整備1箇所
緊急遮断弁設置8箇所

13.60% 48.0%

－

要素となる事業名



（参考図面）

計画の名称

計画の期間 富士市

地震・津波に強い総合的なまちづくり（防災・安全）

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 交付対象

市指定避難場所

協定津波避難ビル（民間）

１-Ａ-1　都市防災総合推進事業

1-Ａ-2　災害危険度判定調査事業

1-Ａ-3　地震に強い都市づくり緊急整備事業

効果促進事業

凡　　例

1-A-2 災害危険度判定調査

津波シュミレーション関連事業

1-Ａ-2災害危険度判定調査

津波防災マップ作成

（新想定公表後）

1-Ａ-1防災まちづくり拠点
避難場所用地下埋設型トイレ設置

工事

1-Ａ-1防災まちづくり拠点

避難受水槽緊急遮断弁設置工事

【市域全域】

富士宮市

沼津市

1-Ａ-1 防災まちづくり拠点

津波避難教育複合施設建設事業

1-Ａ-1 防災まちづくり拠点

防災倉庫及びヘリポート建設事業

1-Ａ-3 地震に強い都市づくり
緊急整備事業【市内全域】

津波避難施設改修補助金

耐震診断補助金

津波危険区域等看板作成事業

富士

静岡市

1-Ａ-1 防災まちづくり拠点

津波避難タワー整備事業

： 津波対策緊急事業

1-A-2 災害危険度判定調査

津波シュミレーション関連事業

1-Ａ-2災害危険度判定調査

津波防災マップ作成

（新想定公表後）

1-Ａ-1防災まちづくり拠点

避難受水槽緊急遮断弁設置工事

【市域全域】

富士宮市

沼津市

1-Ａ-1 防災まちづくり拠点

防災倉庫及びヘリポート建設事業

1-Ａ-3 地震に強い都市づくり
緊急整備事業【市内全域】

津波避難施設改修補助金

耐震診断補助金

津波危険区域等看板作成事業

富士

静岡市

1-Ａ-1 防災まちづくり拠点

津波避難タワー整備事業

： 津波対策緊急事業

事前復興計画策定事業

1-Ａ-4 住民等のまちづくり活
動支援事業

市指定避難場所

協定津波避難ビル（民間）

地区のまちづくり方針作成区域

１-Ａ-1　公共施設等整備事業

1-Ａ-2　災害危険度判定調査事業

1-Ａ-3　地震に強い都市づくり緊急整備事業

1-Ａ-4　住民等のまちづくり活動支援事業

効果促進事業

凡　　例


